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問 題 

 

昨年度（2019 年度）、政府が推進してきた第１期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下

「総合戦略」という。）は最終年度を迎え、これまでの地方創生の取組みの成果等について検

証がなされた。 

次ページの表は、内閣官房に設置された「第１期『総合戦略』に関する検証会」が、第１期

「総合戦略」の４つの基本目標（「地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする」、「地

方への新しいひとの流れをつくる」、「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」及び

「時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する」）につ

いての KPI（重要業績評価指標）の進捗状況や目標達成状況を取りまとめたものである。 

 

表の内容を踏まえ、下記の問すべてに答えなさい。 

 

問１ 

KPI の設定方法やその評価方法の特徴についても言及しながら、第１期の地方創生の取組み

の成果に関してどのような評価ができるか、述べなさい。 

 

問２  

第１期「総合戦略」が終了し、政府における地方創生の取組みは第２期を迎え、新たな段階

に入っている。問１への解答も踏まえつつ、今後、地方創生を実現するに当たって必要と考え

る施策について、具体的に述べなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



表 第１期「総合戦略」における基本目標の KPI の進捗状況と目標達成状況 

 
（2019 年５月 31 日「第１期『総合戦略』に関する検証会中間整理」から作成） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




